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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキングベースの一側面
に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッチの一側面に所定
角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックアームの一側面に突出
形成された固定片と、前記ロックアームを復元させるための板スプリングとを含み、
　前記板スプリングの一端は前記ロッキングクラッチの中央部ボスに固定され、他端は前
記固定片に固定されることを特徴とする、シートベルトリトラクタのロッキング部材結合
構造。
【請求項２】
　ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキングベースの一側面
に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッチの一側面に所定
角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックアームの一側面に突出
形成された固定片と、前記ロックアームを復元させるための板スプリングとを含み、
　前記板スプリングの一端は前記ロッキングクラッチに形成されたストッパーに固定され
、他端は前記固定片に固定されることを特徴とする、シートベルトリトラクタのロッキン
グ部材結合構造。
【請求項３】
　ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキングベースの一側面
に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッチの一側面に所定
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角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックアームのロックアーム
支持軸に挿入されるように円弧状で形成され、前記円弧の両側へ延長されるトーションス
プリングとを含み、
　前記トーションスプリングの一端が前記ロックアームに接触され、前記スプリングの他
端が前記ロッキングクラッチに形成されたストッパーに固定されることを特徴とする、シ
ートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造。
【請求項４】
　ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキングベースの一側面
に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッチの一側面に所定
角度の回転が可能なように結合されるロックアームとを含み、
　前記ロックアームのロックアーム支持軸に一直線状で形成されるスリットと、
　前記スリットに挿入されて前記ロックアームの一面に一直線状で固定される板スプリン
グと、を具備することを特徴とする、シートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造
。
【請求項５】
　前記ロックアームに固定された板スプリングの端部は、前記ロックアームの回転によっ
て一緒に回転する自由端を形成することを特徴とする、請求項１又は２に記載のシートベ
ルトリトラクタのロッキング部材結合構造。
【請求項６】
　前記板スプリングは、中途に円弧状の湾曲部が形成されることを特徴とする、請求項１
、２、又は４のいずれかに記載のシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造。
【請求項７】
　前記板スプリングは、複数の連続した段を有する階段形状で形成されたことを特徴とす
る、請求項１、２、又は４のいずれかに記載のシートベルトリトラクタのロッキング部材
結合構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両には運転手及び搭乗者を事故から安全に保護するためにシートベルト又はエアバッ
グ等の安全装置が設置されている。
【０００３】
　このようなシートベルトは、車両の正面衝突、側面衝突、転覆等の事故発生時に作動し
て、運転手だけではなく搭乗者を可能な限り保護するために設置されている、つまり、シ
ートベルトは、車両に基本的に装着される安全装置の一つである。
【０００４】
　このようなシートベルトとしては、搭乗者(以下、「運転手」を含む。)の腰を保護する
腰ベルトと、肩及び胸部位を保護する肩ベルトと、により構成される３点式シートベルト
が使用されることが多い。前記の肩ベルトには、ガイドプーリーが結合される。車両のセ
ンターフィラー部には、ベルトを引き出したり、巻き取るためのリトラクタが設置されて
いる。前記の腰ベルトは、ロッカーパネルに装着される。
【０００５】
　また、ベルトの中間部分にはタング(Ｔｕｎｇ)が結合される。前記のタングは、車両の
フロー部に固定されているバックルとワンタッチで結合され、又は分離されるように設置
されている。
【０００６】
　また、前記シートベルトを巻き取ったり、或いは、引き出すためのリトラクタとしては
、例えば、非ロック式リトラクタ(ＮＬＲ：Ｎｏｎ　Ｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｔｒａｃｔｏ
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ｒ)、緊急ロック式リトラクタ(ＥＬＲ：Ｅｍｅｒｇｅｎｃｙ　Ｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｔｒ
ａｃｔｏｒ)、ウェッブロック式リトラクタ(ＷＬＲ：Ｗｅｂ　Ｌｏｃｋｉｎｇ　Ｒｅｔｒ
ａｃｔｏｒ)と呼ばれる三種類のリトラクタが使用されている。
【０００７】
　前記非ロック式リトラクタは、肩、腰ベルトの長さを調整した状態でロックされる。し
かし、緊急ロック式リトラクタは、車両の停車中や走行状態においてベルトが自由に伸縮
される。そのため、身体の動きが自由になり、車両衝突時に車両に大きい減速度が加えら
れた場合はもちろんのこと、ベルトの引出速度が速い場合にベルトの引出が阻止されてベ
ルトがロックされる。
【０００８】
　また、ウェッブロック式リトラクタは、車両衝突時にクランプが直接ベルトをクランピ
ングするようになっており、その際にベルトの引出量をなくすので、乗客の姿勢が前方へ
急激に傾いて大きい傷害を受けることを防止することができる。
【０００９】
　例えば、特開平０５－１９３４４１号公報には、“シートベルトリトラクタ”に係る技
術が開示されている。これについて簡略に説明する。
【００１０】
　特開平０５－１９３４４１号公報に開示されたシートベルトリトラクタは、ロックギヤ
がリールシャフトに対して一方向に相対回動すると、第１のカムにより突出軸が移動し、
メインパウルが一方向へ回動して、第１及び第２の係止爪と係合する歯が決定される構造
を有する。しかし、突出軸が孔に沿って単に移動するだけであるため、バックアップパウ
ルは回動しない。
【００１１】
　更に、ロックギヤが一方向に相対回動すると、第１及び第２の係止爪と歯とが噛み合い
始め、突出軸が径方向の孔に沿って移動する。バックアップパウルが一方向へ回動すると
、バックアップパウルと係合する歯が決定される。更に、ロックギヤの一方向への相対回
動により、第１及び第２の係止爪と歯、及びバックアップパウルと歯が同時に、かつ、完
全に係合する。
【００１２】
　さらに、特開２０００－２８９５７１号公報には、“ウエビング巻取装置”が開示され
ている。これについて簡略に説明する。
【００１３】
　前記ウエビング巻取装置は、車体側に支持されたフレームと、このフレームに回転可能
に支持され、乗員拘束用のウエビングを付勢力で層状に巻取る巻取軸と、車両急減速時に
巻取軸のウエビング引出方向回転を阻止するロック手段と、を具備する。
【００１４】
　前記ロック手段は、巻取軸に対して同軸上に配置されると共に巻取軸に追従回転し、車
両急減速時にウエビング引出方向回転が阻止される第１ロック部と、巻取軸に対して同軸
上に配置されると共に巻取軸と一体回転し、第１ロック部のウエビング引出方向回転が阻
止された場合に当該第１ロック部との間に相対回転を生じる塑性変形可能な第２ロック部
と、を具備する。
【００１５】
　また、前記第２ロック部に略径方向移動可能に保持されると共に第１ロック部と第２ロ
ック部との間に相対回転が生じた場合に略径方向外側へ移動する高強度のロック歯を備え
た単一部品からなる第３ロック部と、フレームに設けられ、第３ロック部が略径方向外側
へ移動した場合に第３ロック部のロック歯と係合される高強度のロック歯を備えた第４ロ
ック部と、を具備する。
【００１６】
　前記第４ロック部のロック歯に第３ロック部のロック歯が係合された際に、当該係合時
の反力を利用して第２ロック部の所定部位を係合位置と反対方向へ変位させ、当該所定部
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位を塑性変形させながら第４ロック部へ直接的に係合させる案内部と、を具備する。
【００１７】
　また、他の例として、特開２０００－３０２０１０号公報には、“ウエビング巻取装置
”にか係る技術が開示されている。これについて簡略に説明する。
【００１８】
　このウエビング巻取装置は、装着状態において車両乗員の身体を拘束する長尺帯状のウ
エビングベルトの一端が係止され、自らの軸周り方向の一方の巻取方向の回転で前記ウエ
ビングベルトを巻き取る巻取軸と、前記巻取方向とは反対の引出方向への前記巻取軸の回
転に対して同軸的に追従回転可能な回転体を有すると共に、前記巻取軸に対する前記回転
体の前記巻取方向への相対回転に連動して前記引出方向への前記巻取軸の回転をロックす
るロック機構を有するロック手段が設置される。
【００１９】
　更に、一方が前記回転体に設けられると共に他方が前記一方の前記巻取方向側で前記一
方に対向して前記回転体に設けられた一対の壁部と、前記一対の壁部の間に配置され前記
引出方向への前記巻取軸の回転により前記他方の壁部からの押圧力で圧縮されると共に当
該圧縮状態からの復元力によって前記一方の壁部を押圧する圧縮コイルスプリングが設置
される。
【００２０】
　また、回転体及び巻取軸のそれぞれに一体的に設けられ、前記圧縮コイルスプリングの
外側で前記圧縮コイルスプリングの軸直交方向に沿った方向の前記圧縮コイルスプリング
の変位を規制する制限部が具備される。
【００２１】
　更に、一対の壁部の間で、かつ、前記一方の壁部よりも前記他方の壁部側で前記回転体
を貫通すると共に、前記一方の壁部から前記他方の壁部への方向に沿った開口寸法が圧縮
された状態の前記圧縮コイルスプリングの全長以上で、かつ、自然長で前記圧縮コイルス
プリングの全長未満とされ、前記回転体を介して前記壁部とは反対側から前記一対の縦壁
の間で且つ前記制限部の内側へ前記圧縮コイルスプリングの挿入が可能な挿入孔を具備す
る。
【００２２】
　さらに、他の例として、特公２００３－２１２０８５号公報には、“シートベルト用リ
トラクター”に係る技術が開示されている。これについて簡略に説明する。
【００２３】
　このシートベルト用リトラクターには、それぞれ通孔が設けられた一対の対向する側板
を有する断面略コ字状に形成されたハウジング体と、ウエビングが巻き取られた巻取ドラ
ムに一体回転可能に連結されると共に前記通孔に貫通状として前記側板に回転可能に支承
され、ウエビングの巻取方向に回転付勢されたシャフト体と、シャフト体のウエビング引
出方向への回転を停止させる緊急ロック機構と、緊急ロック機構を作動させる第１及び第
２ロック起動機構とを備える。
【００２４】
　前記緊急ロック機構は、前記ハウジング体の一方の通孔内周面に形成されたロック歯と
、そのロック歯の内側でシャフト体と一体回転可能に取り付けられたロックベースと、ロ
ックベースに保持されると共にロックベースの外周面より突出して前記ロック歯に噛合さ
れるパウルと、を具備する。
【００２５】
　また、ロックベースの外側面側に隣接してシャフト体に対し相対回転可能に取り付けら
れると共に前記ウエビング引出方向に付勢された状態でロックベースと同期回転可能に取
り付けられ、外周面にラチェットが形成されたラチェットホイール部を外周部に有すると
共にロックベースとの相対回転により前記パウルに突設された連動ピンが摺動案内されて
前記パウルを突出させる突出ガイド溝が形成されたロッククラッチ体を具備する。
【００２６】
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　また、前記第１ロック起動機構には、車両の急激な加速度に反応して揺動する慣性質量
体と、慣性質量体の揺動に従い前記ラチェットホイール部の前記ラチェットに係合してロ
ッククラッチ体の回転を阻止するセンサーレバーを具備する。
【００２７】
　また、前記第２ロック起動機構には、第１及び第２ロック起動機構の一部を覆ってハウ
ジング体に結合され、前記ラチェットホイール部の内側に配置されると共にその内周面に
内歯を有する円筒状の係合内周壁が一体に突出形成されたカバー体と、カバー体に対向し
たロッククラッチ体の一側に回転可能に支承されると共に前記係合内周壁の内歯と離反方
向に付勢され、ロッククラッチ体の急激な回転に伴う前記付勢された方向と反対方向の回
転遅れにより内歯と係合してロッククラッチ体の回転を阻止するロックアームと、を具備
する。
【００２８】
　また、前記カバー体は、前記係合内周壁の径方向外周部が前記側板方向に向けて隆起形
成された内周壁支持部を備える。
【００２９】
　図１に示すように、前記シートベルト用リトラクターにおいて、ロッククラッチ本体１
２は、ロッククラッチ本体１２の一側面に、バネ受け部１２ｃが突設された構造を有する
。また、このバネ受け部１２ｃは、ロッククラッチ本体１２に形成された凹凸状のバネ収
容部内に相対移動自在に遊嵌されている。さらに、ロッククラッチ本体１２の他の位置に
は、戻しバネ２２が設置される。
【００３０】
　しかしながら、このようなシートベルトリトラクタは、ロックアームをリターンさせる
ために解除スプリングを設置されると共に、ロックアームが回転する角度を制限させる搖
れストッパーが形成されるので、ロッククラッチの形状及び構造が非常に複雑になるとい
う問題がある。また、解除スプリングがロックアームに結合されるので、これを組立てる
ことが非常に難しく、組み立てに長時間が必要とされる。その結果、製造費用が上昇する
という問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　したがって、本発明は上述したような従来技術の問題点を解決するためになされたもの
で、その目的は、組み立てが難しい解除スプリングを設置しないで板スプリングの弾力に
よりロックアームがリターンされるシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　前記目的を達成するための本発明のシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構造
は、ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキングベースの一側
面に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッチの一側面に所
定角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックアームの一面に突出
形成された固定片と、前記ロックアームを復元させるための板スプリングとを含み、前記
板スプリングの一端は前記ロッキングクラッチの中央部ボスに固定され、他端は前記固定
片に固定されることを特徴とする。
【００３３】
　また、本発明は、ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロックキ
ングベースの一側面に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラ
ッチの一側面に所定角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックア
ームの一面に突出形成された固定片と、前記ロックアームを復元させるための板スプリン
グとを含み、前記板スプリングの一端は前記ロッキングクラッチに形成されたストッパー
に固定され、他端は前記固定片に固定設置されることを特徴とする。



(6) JP 4189018 B2 2008.12.3

10

20

30

40

50

【００３４】
　また、本発明は、ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキン
グベースの一側面に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッ
チの一側面に所定角度の回転が可能なように結合されるロックアームと、前記ロックアー
ムのロックアーム支持軸に挿入されるように円弧状で形成され、前記円弧の両側へ延長さ
れるトーションスプリングとを含み、前記スプリングの一端が前記ロックアームに接触さ
れ、前記スプリングの他端が前記ロッキングクラッチに形成されたストッパーに固定され
ることを特徴とする。
【００３５】
　また、本発明は、ガイドドラムの一側に結合されるロッキングベースと、前記ロッキン
グベースの一側面に回転可能に結合されるロッキングクラッチと、前記ロッキングクラッ
チの一側面に所定角度の回転が可能なように結合されるロックアームとを含み、前記ロッ
クアームのロックアーム支持軸に一直線状で形成されるスリットと、前記スリットに挿入
されて前記ロックアームの一面に一直線状で固定される板スプリングと、を具備すること
を特徴とする。
【００３６】
　また、本発明は、前記ロックアームに固定された板スプリングの端部は、ロックアーム
の回転によって一緒に回転する自由端を形成することを特徴とする。
【００３７】
　また、本発明は、前記板スプリングは、中途に円弧状の湾曲部が形成されることを特徴
とする。
【００３８】
　また、本発明は、前記板スプリングは、複数の連続した段を有する階段形状で形成され
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明は、ロッキングクラッチに設置されるロックアームをリターンさせるスプリング
が簡便に組み立てられ、スプリングの組み立て時間が短縮されて生産効率を高めることが
できる。また、スプリングを板スプリングで形成する場合、板スプリングを湾曲部又は多
段形状で形成することにより、板スプリングの弾性及び変形を防止することが可能になる
という格別な効果も期待される。
【００４０】
　また、本発明に係るスプリングは、多様な形状で形成されていてもよいため、ロッキン
グクラッチ及びロックアームの形態が変形されても、適宜調整して適用させることができ
るという高い汎用性が実現される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
　以下、本発明の望ましい実施形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
【００４２】
　＜第１の実施形態＞
　図２は、本発明の第１の実施形態に係るシートベルトリトラクタのロッキング部材結合
構造を示した分解斜視図である。図３は、本発明の第１の実施形態に係るシートベルトリ
トラクタのロッキング部材結合構造を示した側面図である。
【００４３】
　図２及び図３に示したように、本発明の実施形態に係るシートベルトリトラクタのロッ
キング結合構造は、ロッキングクラッチ７５０のボス７５１に固定される板スプリング７
５５と、前記板スプリング７５５に固定されるようにロックアーム７６０に突出固定され
る固定片７６１とにより構成される。
【００４４】
　本発明の実施形態において、ロッキング部材７００は、シートベルトリトラクタに設置
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されてウエビングを引き出すか、或いは、巻き戻す場合に自然に回転し、ウエビングが急
速な速度で引き出される際にウエビングを拘束して引き出されないようにする部材である
。
【００４５】
　前記ロッキング部材７００は、シートベルトリトラクタの本体を構成するハウジング(
図示せず)に回転可能に設置されるガイドドラム(図示せず)の一側に固定されるロッキン
グベース７１０と、前記ロッキングベース７１０の一側面に回転可能に結合されるロッキ
ングクラッチ７５０と、前記ロッキングクラッチ７５０の一側面に設置されて制限された
角度ほど回転されるロックアーム７６０とを含むように構成される。
【００４６】
　図２及び図３に示したように、前記ロッキングクラッチ７５０は、所定の厚さを有する
円形状に形成される。また、その外周面には、ラッチ７５２が形成される。さらに、ロッ
キングクラッチ７５０の中央には、前記ロッキングベース７１０に挿入される貫通ホール
７５３が形成される。そして、前記貫通ホール７５３の外側一側面には、ボス７５１が突
出形成される。
【００４７】
　このようなボス７５１には、所定の長さを有する板状の板スプリング７５５の一端が固
定される。前記板スプリング７５５の他端は、離隔されているストッパー７５４の側へ延
長されて形成されている。更に、前記板スプリング７５５の他端は、ロックアーム７６０
の固定片７６１に固定される。ボス７５１が突き出された一側面には、前記ロックアーム
７６０の回転を制限するストッパー７５４が所定位置に各々形成される。
【００４８】
　更に、ロッキングクラッチ７５０の他側面には、ロッキングベース７１０に形成されて
いる凹部７１１に挿入される突起片(図示せず)が形成される。
【００４９】
　また、板スプリング７５５は、その一端をボス７５１に形成された凹部やホールに挿入
して固定することができる。特に、板スプリング７５５は、前記ボス７５１の外周面に沿
って巻取形態で形成され、その先端がボス７５１に形成された凹部やホールに固定される
。
【００５０】
　更に、前記ロックアーム７６０の所定位置、すなわち、板スプリング７５５と接する面
には、板スプリング７５５側に突き出される固定片７６１が形成される。この固定片７６
１には、板スプリング７５５が固定されるように貫通されたホールや凹部が形成される。
【００５１】
　このような構成を有する本発明の実施形態に係るシートベルトリトラクタのロッキング
部材結合構造は、ガイドドラムの一側面にロッキングベース７１０が挿入固定される。前
記ロッキングベース７１０の一側面には、前記ロッキングクラッチ７５０が所定角度の回
転が可能なように結合される。
【００５２】
　また、ロッキングクラッチ７５０の一側面には、ロックアーム７６０が所定角度の回転
が可能なように結合される。さらに、前記ロッキングクラッチ７５０の外側には、メカニ
ズムカバー(図示せず)が固定される。
【００５３】
　このようにロッキングクラッチ７５０に結合される板スプリング７５５は、その一端が
中央のボス７５１に形成されている凹部やホールに挿入固定される。また、前記板スプリ
ング７５０の他端は、固定片７６１に形成されている凹部やホールに挿入されて固定され
る。
【００５４】
　これによって、搭乗者がウエビングを引っ張るか、或いは、引き出された状態でウエビ
ングが巻き戻される。このようなウエビングの引出又は巻き戻し動作は、シートベルトリ
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トラクタの基本作動形態なので、これに関しては簡略に説明する。
【００５５】
　すなわち、搭乗者がウエビングを装着するために適当な力で引っ張ると、ガイドドラム
が回転されてウエビングが引き出される。一方、引っ張れたウエビングから手を離れると
、シートベルトリトラクタクに結合されているスプリングケース(図示せず)に内装してい
るスプリングの復元力により巻き戻される。
【００５６】
　このように、ウエビングが引き出される作動の発生する際にガイドドラムが急激な速度
で回転すると、シートベルトリトラクタは、ウエビングの引出作動を制限する。
【００５７】
　このように、ウエビングの引出作動の際にシートベルトリトラクタのガイドドラムと共
にロッキングベース７１０及びロッキングクラッチ７５０が回転する。更に、ロッキング
クラッチ７５０に設置されているロックアーム７６０は制限された範囲内で回転される。
【００５８】
　すなわち、搭乗者がウエビングを速い速度ではない速度（普通の速度、又は比較的遅い
所定速度）で引いてウエビングが引き出される場合、ガイドドラムの回転と共にロッキン
グ部材７００であるロッキングベース７１０、ロッキングクラッチ７５０、及びロックア
ーム７６０が一緒に回転する。
【００５９】
　このようにロッキング部材７００が回転する際にウエビングの引出速度が速くなると、
ロッキング部材７００には前記ロックアーム７６０が回転する回転慣性力(遠心力)が発生
する。そして、このような回転慣性力により、ロッキングクラッチ７５０に設置されてい
るロックアーム７６０が回転する。
【００６０】
　このように回転されたロックアーム７６０は、メカニズムカバーのラッチによりウエビ
ングの引出を防止する。
【００６１】
　一方、ロッキング部材７００が回転するときにウエビングの引出速度が速くなると、前
記ロッキングベース７１０に結合されているポール(図示せず)が別に作動することによる
回転慣性力が発生する。
【００６２】
　このようなロックアーム７６０とロッキングベース７１０のポールに発生する回転慣性
力は、ウエビングが引き出される速度及び回転力によってその大きさが変化する。したが
って、前記ロックアーム７６０及びポールがその回転慣性力の大きさによって別に作動し
てウエビングの引出が阻止させる。
【００６３】
　ロッキングクラッチ７５０には、ロックアーム支持軸７５７が設けられ、ロックアーム
７６０には、ロックアーム支持軸７５９に挿入されるホール７６５が設けられ、ロックア
ーム７６０がロッキングクラッチ７５０に対して相対回転自在に設置される。
【００６４】
　＜第２の実施形態＞
　図４は、本発明の第２の実施形態に係るシートベルトリトラクタのロッキング部材結合
構造を示した側面図である。
【００６５】
　以下、第１の実施例と同一な名称の同一な符号を使用して説明し、第１の実施例と同一
な部分についてはその説明を省略する。
【００６６】
　第２の実施形態では、板スプリング７５５ａの一端がボス７５１と近接した位置にある
ストッパー７５４に固定される。すなわち、上述の第１の実施形態において板スプリング
７５５の一端がボス７５１に固定されていたが、第２の実施形態では、板スプリング７５
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５ａの一端がストッパー７５４に固定され、前記板スプリング７５５ａの他端がロックア
ーム７６０の固定片７６１に固定される。
【００６７】
　このような第２の実施形態は、板スプリング７５５ａの形状が主な相異点である。ロッ
キングクラッチ７５０及びロックアーム７６０の作動形態は、上述の第１の実施形態と実
質的に同一であるため、その詳細な説明を省略する。
【００６８】
　＜第３の実施形態＞
　本発明の第３の実施形態は、図５を参照しながら説明する。説明において上述の第１の
実施例と同一な名称については同一符号を使用し、その重複説明は省略する。
【００６９】
　図５に示したように、本発明の実施形態に係るトーションスプリング７５５ｂは、その
一端がロックアーム７６０の一側に接触され、前記トーションスプリング７５５ｂは、ロ
ックアーム７６０のロックアーム支持軸７５７方向に延長して形成されており、トーショ
ンスプリング７５５ｂのロックアーム支持軸７５７に対応する部分が前記ロックアーム７
６０のロックアーム支持軸７５７を囲む略円形または略円弧状で巻き取られる。また、ト
ーションスプリング７５５ｂの他端はストッパー７５４の一側に固定される。
【００７０】
　また、前記トーションスプリング７５５ｂは、ロックアーム７６０の回転中心から対称
となるように所定の角度を有しつつ両方へ延長されて、その一端が前記ロックアーム７６
０に接触される。一方、他端は、前記ストッパー７５４に固定される。
【００７１】
　このように固定されたトーションスプリング７５５ｂの一端は、前記ロックアーム７６
０が回転慣性力によって制限された角度範囲内で回転できるように自由端で構成されてい
る。また、トーションスプリング７５５ｂの他端は、動かないようにストッパー７５４に
固定される固定端である。
【００７２】
　このトーションスプリング７５５ｂは、上述した第１の実施形態のように、トーション
スプリング７５５ｂが弾性力によってロックアーム７６０の回転に応じて自由に動くが、
他端がストッパー７５４に動かないように固定されることで、前記ロックアーム７６０が
回転慣性力によって作動してウエビングが急速に引き出されることが阻止できる。
【００７３】
　このようなロックアーム７６０の作動に関する具体的な説明は、上述の第１の実施形態
又は第２の実施形態と実質的に同一となるので、それに関する詳細な説明は省略する。
【００７４】
　＜第４の実施例＞
　また、本発明の第４の実施形態は、図６を参照して説明する。上述の各実施形態と同一
な名称については同一符号を使用し、重複される説明は省略して説明する。
【００７５】
　本発明の第４の実施形態に係る板スプリング７５５ｃは、一直線状で形成されており、
その一端が前記ロックアーム７６０に固定され、他端がロックアーム７６０の回転中心軸
（ロックアーム支持軸）７５９に形成されたスリット７５９ａを経てロッキングクラッチ
７５０に突出形成された固定突起７５８の一側に固定される。
【００７６】
　すなわち、前記板スプリング７５５ｃの一端は、ロックアーム７６０に固定される。ま
た、板スプリング７５５ｃの他端は、ロックアーム７６０のロックアーム支持軸７５９を
経てロッキングクラッチ７５０に突出形成された固定突起７５８の一側に固定される。
【００７７】
　このような本発明の第４の実施形態に係る板スプリング７５５ｃは、その一端が弾性力
によりロックアーム７６０の回転によって自由に動き、他端は固定突起７５８に固定され
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る。そのため、前記ロックアーム７６０が回転慣性力によって作動してウエビングが急速
に引き出されることを阻止することができる。
【００７８】
　＜第５の実施形態＞
　図７は、本発明の第５の実施形態に係る板スプリングを示した斜視図である。
【００７９】
　第５の実施形態で前記板スプリング７５５ｄは、板スプリング７５５ｄの中間位置に円
弧状に形成された湾曲部７５６を有する。
【００８０】
　このような第５の実施形態は、上述の実施形態に係る板スプリング７５５、７５５ａ、
７５５ｃ、トーションスプリング７５５ｂの中間位置に円弧状になった湾曲部７５６を形
成することができる。すなわち、第３の実施形態のようなトーションスプリング７５５ｂ
は、ロックアーム７６０のロックアーム支持軸７５７（７５９）を囲む円弧の外にロック
アーム７６０のロックアーム支持軸７５７（７５９）とトーションスプリング７５５ｂの
先端の中間位置に湾曲部７５６が配置される。
【００８１】
　このような湾曲部７５６は、板スプリング７５５、７５５ａ、７５５ｃの弾性を高める
だけでなく、板スプリング７５５、７５５ａ、７５５ｃを長期間使用しても板スプリング
７５５、７５５ａ、７５５ｃが変形するのを防止できる上、弾性を維持することが可能に
なる。
【００８２】
　このような第５の実施形態は、上述の各実施形態のようにロッキングクラッチ７５０及
びロックアーム７６０の作動構成が実質的に同一なので、それに関する重複説明は省略す
る。
【００８３】
　＜第６の実施例＞
　図８は、本発明の第６の実施形態による板スプリングを示した斜視図である。
【００８４】
　第６の実施形態による板スプリング７５５ｅは、複数の連続した段を有する階段形状で
形成される。このような第６の実施形態も上述の各実施形態のようにロッキングクラッチ
７５０及びロックアーム７６０の作動構成は実質的に同一なので、それに関する説明は省
略する。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】従来のシートベルトリトラクタを示した側面図である。
【図２】本発明の第１の実施形態によるシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構
造を示した分解斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施形態によるシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構
造を示した側面図である。
【図４】本発明の第２の実施形態によるシートベルトリトラクタのロッキング部材結合構
造を示した側面図である。
【図５】本発明の第３の実施形態による板スプリングを示した分解斜視図である。
【図６】本発明の第４の実施形態による板スプリングを示した分解斜視図である。
【図７】本発明の第５の実施形態による板スプリングを示した斜視図である。
【図８】本発明の第６の実施形態による板スプリングを示した斜視図である。
【符号の説明】
【００８６】
　７５０　ロッキングクラッチ
　７５１　ボス
　７５２　ラッチ
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　７５３　貫通ホール
　７５４　ストッパー
　７５５、７５５ａ、７５５ｂ、７５５ｃ、７５５ｄ、７５５ｅ　スプリング
　７５６　湾曲部
　７５７、７５９　ロックアーム支持軸
　７５８　固定突起
　７６０　ロックアーム
　７６１　固定片

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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